
令和８年９月　記者懇談会 

 

令和 8 年９月１日 

1５時０0 分～１６時０0 分 

一戸町役場庁舎２階特別会議室 

 

久しぶりに再会した友人と記念に一枚 （８月１５日　二十歳のつどい） 

１．トピックス 

（１）『ＬｉＮＫＷＡＬＫ（リンクウォーク）』の開催について 

（２）「萬代ライブ JAZZ NIGHT 2026」の開催について　　 

 (３）一戸町の食と手仕事を楽しむ物産展等について 

（４）ふるさとミライカレッジモデル実証事業　萬代舘 NIGHT について  

（５）佐川急便㈱「災害時における支援物資の受入及び配送等に関する協定」締結式について 

（６）「第 51 回一戸町民ロードレース大会」及び「第 51 回一戸町駅伝競走」同日開催について 

（７）一戸町オリジナル品種りんどうの町内施設への展示について 

（８）小鳥谷まつり開催について  

（９）令和８年第３回一戸町議会定例会について 

２．行事予定（９月・10 月の行事・イベント等）



お問合せ：一戸町役場福祉課（0195－32－3700　内線 2633）

 

『ＬｉＮＫＷＡＬＫ（リンクウォーク）』の開催について 

 

認知症基本法で定める、認知症の人を含めた国民一人ひとりがその個性と能力を十分に発揮し、

相互に人格と個性を尊重しつつ支え合いながら共生する活力ある社会の実現のため、高齢者や障

がい者、子どもなど、町民一人一ひとりが主役となり共生社会の実現を目指すリンクウォークを

実施します。 

 

記 

 

１．日時　　　令和８年９月 20 日（日）　11:00～14:00 

２．場所　　　御所野縄文公園 

３. 主催　　　いちのへチームオレンジさくらの会、社会福祉法人一戸町社会福祉協議会 

４．内容 

・11:00～11:20　　オープニングセレモニー（町立一戸中学校・金田一中学校吹奏楽部） 

・11:20～12:00　　リンクウォーク「誰もが主役！自分らしく！みんなでつくる地域社会！」 

（介護・福祉職と高齢者、障がい者、子どもなどによるファッションウォ

ーク） 

・13:00～13:40　　トークセッション「つながる、語る、支え合う～誰もが自分らしく暮らせる地域

を目指して～」 

　　　　　　　　　　　　（ファシリテーター：八戸学院大学短期大学部学長特別補佐　介護福祉学

科教授　柏葉英美氏（いちのへチームオレンジさくらの会代表）） 

・13:40～14:00　　エンディングセレモニー（根反鹿踊り） 

５．その他　・リンクマルシェ（10:00～15:00）　フード、クラフト等　20 店舗　 

　　　　　　・JOMON RESONANCE（14:00～17:00）　主催：GOSHONO JOMON LOVER 

　　　　　　　音楽、語り、祈り、瞑想等を組み合わせた参加・体験型プログラム 

　　　　　　・令和７年度共生社会を目指したリンクウォーク写真展 

　　　　　　・いちのへチームオレンジさくらの会の取り組み紹介 

　　　　　　・会場までは、一戸駅の縄文タクシーをご利用いただければ、運賃の一部を助成します。

令和 8 年 9 月１日







お問合せ：一戸町役場　商工観光課（0195－33－4855　内線 1263　）

 

「萬代ライブ JAZZ NIGHT 2026」の開催について 

 

　100 年以上の歴史を持つ｢萬代舘｣で開催するライブイベント。 

日本を代表するジャズバンド、村田浩＆THE　BOP　BAND による｢萬代ライブ｣を開催します。 

 

記 

 

１．日時　　　　令和８年 10月 10 日（土）18:30 開場、19:00 開演 

 

２．会場　　　　映画館「萬代舘」 

 

３．入場料　　　3,000 円（ワンドリンク付）高校生以下入場無料 

 

４. 主催　　　映画館「萬代舘」利活用実行委員会 

 

５. チケット販売場所　 

プレイガイド、町コミュニティセンター、一戸地区センター、一守書店、町商工観光課内 

 

６．その他　　　フード・ドリンクの販売有

令和８年９月１日





お問合せ：一戸町役場　商工観光課（0195－33－4855）

 

一戸町の食と手仕事を楽しむ物産展等について 

 

　一戸町では、令和８年９月に、町の特産品や食、工芸品の魅力を発信する３つのイベントを開催し

ます。盛岡市での物産展をはじめ、町内では歴史ある映画館「萬代舘」での催しや、裂織を体験でき

る手づくり市を実施します。開催の周知と当日の取材について、ご協力をお願いします。 

記 

１. 一戸町物産展 in 赤レンガ館 

一戸町地域産品協議会として、初めて岩手銀行赤レンガ館で物産展を開催します。一戸町の特産

品、菓子、工芸品などを展示・販売するほか、観光やふるさと納税をＰＲします。 

⑴ 日時　　令和８年９月 12 日（土）・13 日（日）　各日 11:00～16:00 

⑵ 会場　　岩手銀行赤レンガ館 多目的ホール大（盛岡市中ノ橋通 1 丁目 2 番 20 号） 

⑶ 主催　　一戸町地域産品協議会 

 

２. 萬代物産展×こなもんまつり 

映画館「萬代舘」を会場に、一戸町の伝統工芸品の展示・販売を行います。また、今年は「粉も

ん」という共通テーマを設け、パンやピザ、串もちなども販売されます。町内周遊スタンプラリー

も行います。 

⑴ 日時　　令和８年９月 26 日（土）10:00～15:00 

⑵ 会場　　映画館「萬代舘」、展示場ほか 

⑶ 主催　　一戸町観光協会 

 

３. いちのへ手技工芸館手づくり市 

工芸品の展示や製作体験、町内事業者による出張販売、１会計につき１回抽選可能でハズレなし

の福引抽選会を行います。 

⑴ 日時　　令和８年９月 27 日（日）10:00～15:00 

⑵ 会場　　いちのへ手技工芸館 

⑶ 製作体験　　裂織、木工品、竹細工

令和８年９月１日





体験コーナー　　　　　

　裂織体験　　体験料500円(通常1,000円)

　木工体験　　体験料1500円～(２時間程度)

　竹細工体験　体験料800円（限定10名程度）

展示コーナー

　一戸町の工芸品(竹細工・木工・織物等)の

　展示販売をします！

飲食コーナー

　サラダボウル出張販売。飲食ブースもあります！

抽選会コーナー

　１会計につき１回抽選可能

　割引券が当たります。ハズレなし！

お問合せ先：いちのへ手技工芸館(役場商工観光課内　Tel0195-33-4855)

■開  館  日　  毎週土曜日・日曜日
■開館時間     午前10時～午後４時
Facebook：＠ichinohe.tewaza　ページQRコード→
〒028-5312　一戸町一戸字越田橋11-1

国道４号

至二戸

○北桜高校

＼いちのへ手技工芸館／

土日は手技 いちのへ手技工芸館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いちのへ手技工芸館



お問合せ：一戸町役場　地域整備課（0195－33－4853　内線 1282）

 

ふるさとミライカレッジモデル実証事業 

萬代舘 NIGHT について 

 

　今年度、町では総務省のふるさとミライカレッジモデル実証事業を受託しました。この事業で

は、首都圏など都市部の学生が 14 日以上滞在しながら地方の課題解決を研究することが目的とな

っております。 

本事業では、千葉県浦安市の明海大学の学生が５月、８月と一戸町に滞在し一戸町の課題の抽

出と解決策について検討を進めました。そこで、一戸町の活性化に向けた一手として、今回映画

上映とシネマトーク及びマーケットを開催することとなりました。 

宿場町だった一戸町の往時の賑わいをを取り戻すために、国登録有形文化財の萬代舘を活用し、

同時に高校生など若い人たちが映画館で映画を見る機会創出と、その後のアフター・シネマトー

クを通じた交流を行うことでまちの賑わいを生み出します。 

同時に、古くから今に伝わる三斎市（市日）からヒントを得て企画した、宿場町マーケットを

開催して、飲食などのブースも運営します。 

このイベントの運営には、北桜高校の生徒も参画する予定。 

上映作品は、ワンダー　君は太陽　を上映予定。（権利調整中のためタイトルを出す場合は、情

報解禁は９月 10日厳守） 

 

記 

 

　１．期間　　　　令和８年９月 23 日（水・祝）　16:30～19:30 

  　※宿場町マーケットは、15:00～20:00 

　　　　　　　　　 

　２．場所　　　　萬代舘 

 

　　　　　　　　　※権利調整中でありポスター等は作成中 

令和８年９月１日



お問合せ：一戸町役場　総務課（0195－33－4850　内線 1208）

 

佐川急便㈱「災害時における支援物資の受入及び配送等に

関する協定」締結式について 

 
当町では、被災害時における避難所や被災地への物資供給を円滑に実施するため、佐川急便

㈱と標記に関する協定を締結することといたしました。 
つきましては、その締結式を下記により開催することとしましたので、取材方よろしくお願い

します。 
 

記 
 

１．日時　　令和８年９月 30日(水)　　15:30～　　　 

 

２．場所　　一戸町役場　２階　特別会議室 

 

３．相手方　　佐川急便株式会社　北東北支店　支店長　山本　剛正（やまもと　ごうせい） 

 

４．令和以降の一戸町の災害協定締結状況 

 締結年月日 協定締結先 協定名称

 
令和元年 12 月 26 日 岩手三菱自動車販売㈱

災害時における電動車両等の支援に

関する協定

 令和２年９月 24 日 日本郵便㈱ 包括的連携に関する協定

 令和３年１月５日 東北電力ネットワーク㈱ 災害時の協力に関する協定

 
令和５年３月１日 (福)一戸町社会福祉協議会

一戸町災害ボランティアセンターの

設置運営等に関する協定

 令和５年７月 25 日 二戸薬剤師会 災害時の医療救護活動に関する協定

 
令和５年 12 月 14 日 一戸建友会

災害時における応急対策活動に関す

る協定

 
令和５年 12 月 22 日 一戸町商工会

災害発生時における物資の供給に関

する協定

 令和６年 11月 14 日 ㈱ベルジョイス 災害時の物資供給に関する協定

令和８年９月１日



 

 お問合せ：一戸町教育委員会 生涯学習・協働推進課（0195－33－4861 内線 1512） 

 

「第 51 回一戸町民ロードレース大会」及び「第 51 回一戸町

駅伝競走」同日開催について 

 

子どもから大人まで幅広い世代を対象に、走る楽しさを分かち合いながら、地域のスポーツ振

興と交流を目的に「第 51 回一戸町民ロードレース大会」及び「第 51 回一戸町駅伝競走」を同日

開催します。 

記 

 

１. 主催        一戸町教育委員会 

２. 期日        令和８年 10月３日(土) 

３. 日程 

３. ・ロードレース  ①受付 8:00～ 

②開会式 9:00～ 

③競技 9:30～ 

④幼児レース 11:50～（各部門のレース終了後、準備が整い次第） 

⑤閉会宣言 12:00（閉会式は行いません） 

３. ・駅伝      ①受付 12:10～12:40 

           ②競技 13:10～（一斉スタート） 

           ③表彰 14:10～（準備が整い次第） 

４. 会場     一戸町総合運動公園 特設周回コース（1周 1.3km） 

５. 対象      小学生以上 

令和８年９月１日 





第 51 回一戸町民ロードレース大会　開催要項 

 

 

１　主　　催 

一戸町　一戸町教育委員会 

２　共　　催 

一戸町体育協会　一戸町スポーツ推進委員協議会　ＮＰＯスポーツウェルネス　 

３　主　　管 

一戸町陸上競技協会 

４　期　　日 

令和８年１０月３日（土）　※駅伝競走（午後）と同日開催 

５　日　　程 

① 開門・受付　　８時００分～ 

② 開 会 式　　９時００分～ 

③ 競　　　技　　９時３０分～ 

④ 表 　 　 彰　 （各部門のレース終了後に準備が整い次第、随時行います） 

⑤ 幼児レース　１１時５０分（準備が整い次第） 

⑥ 閉 会 宣 言　１２時００分頃　　※閉会式は行いません。 

６　場　　所 

一戸町総合運動公園特設周回コース（１周 1.3 ㎞） 

７　参加資格 

健康な小学生以上　　※小中学生部門の町外選手についてはオープン参加扱いとする。 

８　部　　門　 

①②小学１年生（1.3 ㎞）　　③④小学２年生（1.3 ㎞）　　　 　 ⑤⑥小学３年生（1.3 ㎞） 

⑦⑧小学４年生（2.6 ㎞）　　⑨⑩小学５年生（2.6 ㎞）　　　　　 ⑪⑫小学６年生（2.6 ㎞） 

⑬中学生女子（2.6 ㎞）　　　⑭高校生～39歳以下女子（2.6 ㎞）　⑮40 歳以上女子（2.6 ㎞） 

⑯中学生男子（2.6 ㎞）　　　⑰高校生～39歳以下男子（2.6 ㎞）　⑱40 歳以上男子（2.6 ㎞） 

※①～⑥までの部門はコース１周、⑦～⑱の部門はコース２周とする。 

　　　※小学生部門は男女一斉スタートとするが、着順は男女別とする。 

９　スタート順　※スタート時刻 10分前には選手招集所（スタート・ゴール付近）で待機すること。 

 
順 参加対象部門

スタート 

時刻
順 参加対象部門

スタート 

時刻

 １ ①②小学１年生（男女） ９：３０～ ５ ⑨⑩小学５年生（男女） １０：３５～

 ２ ③④小学２年生（男女） ９：４５～ ６ ⑪⑫小学６年生（男女） １０：５５～

 ３ ⑤⑥小学３年生（男女） １０：００～
７

⑬⑭⑮⑯⑰⑱ 

中学生以上（男女）
１１：１５～

 ４ ⑦⑧小学４年生（男女） １０：１５～



10　表　　彰 

小中学生の部は１位から３位に賞状及びメダル、４位から６位には賞状を授与する。高校、一

般の部は１位から３位に賞状及び副賞を授与する。なお、参加者全員に参加賞を授与する。 

11　申込方法 

別紙申込書（コピー可）に必要事項を記入のうえ、参加料を添えて下記へ申し込むこと。 

※小中学生は学校ごとに一括して申し込むこと。 

 

 

12　申込期限 

　　　令和８年９月 24日（木）厳守 

13　参 加 料 

小・中学生３００円／人　　高校生・一般５００円／人 

14　そ の 他 

（１） 小雨決行。ただし、警報等が発令している場合は主催者の判断により中止する場合がある。

開催の可否については、当日６時３０分頃に判断のうえ、一戸町公式 X（アカウント

『@ichinohe_town』）に掲載する。 

（２） 併走などの補助が必要な場合は、申込時に主催者へ報告すること。 

（３） 交通規制は行わない。行き帰りの通行時及び駐車場内での事故等には十分注意すること。 

（４） 本大会での傷害について、応急処置はするがその後の責任は負わないものとする。 

（５） 大会プログラムには、氏名、ふりがな、所属（学校名）を掲載する。 

（６） 結果は、会場内への掲示及び後日一戸町公式ホームページに掲載する。 

（７） 上位の記録及び本大会で撮影した写真は、町の広報誌に掲載予定。また、写真は翌年の大

会ポスター等に使用予定。 

（８） 参加申込をした者は、上記（５）から（７）に同意したものとみなす。

 
≪申込み・問い合わせ先≫ 

一戸町教育委員会　生涯学習・協働推進課　スポーツ振興係 

電話 0195-33-4861（内線 1512）　ファクス 0195-32-2001



第 51 回一戸町駅伝競走　開催要項 

 

 

１　主　　催 

一戸町　一戸町教育委員会 

２　共　　催 

一戸町体育協会　一戸町スポーツ推進委員協議会　ＮＰＯスポーツウェルネス　 

３　主　　管 

一戸町陸上競技協会　 

４　期　　日 

令和８年 10月３日（土）　※町民ロードレース大会（午前）と同日開催 

５　日　　程 

①受　　付　　１２時１０分～１２時４０分 

②スタート　　１３時１０分～（一斉スタート） 

③表　　彰　　１４時１０分～（準備が整い次第） 

６　場　　所 

一戸町総合運動公園特設周回コース（１周 1.3 ㎞） 

７　参加資格 

　　　健康な小学生以上 

８　部門及び競技方法 

①小学生の部（男子） 

②小学生の部（女子） 

③中学生の部（男子） 

④中学生の部（女子） 

⑤一般の部　　　　　計　５部門 

・全部門、一斉スタートとし、1.3 ㎞×４人（１人１周）でタスキリレーを行う。 

・いずれも監督１人、選手４人、補欠２人以内とする。 

・当日、補欠選手同士をチーム編成して出場する場合はオープン参加として認める。 

・小中学生の部で男女混合のチームは男子の部扱いとする。 

９　表　　彰　※団体表彰のみ 

　　　　小学生の部男女各１位～６位、中学生の部男女各１位～３位・一般の部１位～３位までに賞状

及び副賞を授与する。なお、全チームに参加賞を授与する。個人タイムは計測しないため、個人

表彰は行わない。 

 



10　申込方法 

別紙の申込書（コピー可）に必要事項を記入のうえ、参加料を添えて下記へ申し込むこと。 

 

 

11　申込期限 

　　　令和８年９月 24日（木）厳守 

12　参 加 料 

１，０００円／チーム 

13　そ の 他 

（１）小雨決行。ただし、警報等が発令している場合は主催者の判断により中止する場合がある。

開催の可否については、当日６時 30 分頃に判断のうえ、一戸町公式 X（アカウント

『@ichinohe_town』）に掲載する。 

（２）ゼッケン、タスキ、参加賞は、当日の受付時に配布。 

（３）併走行為などの補助については原則認めない。 

（４）交通規制は行わない。行き帰りの通行時及び駐車場内での事故等には十分注意すること。 

（５）本大会での傷害について、応急処置はするがその後の責任は負わないものとする。 

（６）大会プログラムには、氏名、ふりがな、所属を掲載する。 

（７）結果は、会場内への掲示及び後日一戸町公式ホームページに掲載する。 

（８）上位の記録及び本大会で撮影した写真は、町の広報誌に掲載予定。また、写真は翌年の大

会ポスター等に使用予定。 

（９）参加申込をした者は、上記（６）から（８）に同意したものとみなす。 

（10）代表者には当日の注意事項等の資料を送付します。不明な点があった場合は、生涯学習・

協働推進課までお問い合わせください。

 
≪申込み・問い合わせ先≫ 

一戸町教育委員会　生涯学習・協働推進課　スポーツ振興係 

電話 0195-33-4861（内線 1512）　ファクス 0195-32-2001



お問合せ：一戸町役場　農林課（0195－33－4854　内線 1253）

 

一戸町オリジナル品種りんどうの町内施設への展示について 

 

　令和７年 11 月７日に品種登録された一戸町オリジナル品種りんどう「縄文の舞」と「御所野ヴ

ェール」について、町内外の消費者の認知度向上を図るため、町内主要施設等へ展示します。 

　さらなる生産拡大に向けて、機運を高めてまいります。 

 

 

記 

 

　１．期間　　　　令和８年９月 11日（金）～９月 28日（月） 

　　　　　　　　　※　期間中に枯れた場合は、随時撤去します。 

　２．場所　　　　一戸町役場庁舎１階 

いちドキ広場 

御所野縄文博物館 

新岩手農業協同組合　一戸支所 

ホテル奥中山高原 

一戸町コミュニティセンター

 

 

縄文の舞

 

御所野ヴェール

令和８年９月１日



お問合せ：小鳥谷まつり実行委員会（小鳥谷地区センター）0195－34－3351

 

小鳥谷まつり開催について 

 

　令和８年度小鳥谷まつりは、下記の日程により開催します。旧国道４号小鳥谷駅前通りを神輿と山車

が練り歩くほか、町指定無形民俗文化財の小鳥谷七ツ踊りや、高屋敷神楽などの伝統芸能の奉納も行われ

ます。当日の取材について、よろしくお願いいたします。 

記 

 

１．開催日　令和８年９月 19日（土）～20 日（日） 

２．日程 

 

 日付 時間 内容 場所

 
19 日 13：30～ 郷土芸能パレード 山車巡行

仁昌寺→野中 ※山車は野中

から独自運行

 

20 日

12：00～ 八幡神社例大祭 八幡神社境内

 

13：00～ 神輿渡御(神輿・小鳥谷七ツ踊り・神楽) 山車巡行

仁昌寺→野中→仁昌寺 ※ 山

車は野中から独自運行

令和８年９月１日



交通規制区間

IGR小鳥谷駅

旧小鳥谷小
● ●

小鳥谷地区
センター

●旧小鳥谷中

旧小鳥谷中前

野
中
橋

小鳥谷バイパス

●

サラダボウル

至
盛
岡

至
二
戸

駐車場

★出店

■小鳥谷まつり日程表

主催／小鳥谷まつり実行委員会（小鳥谷地域振興会）

9月20日交通規制略図
●規制開始と同時に、歩行者
　専用道路（車両等通行禁止）
　となります。
　警察・交通誘導員の
　指示に従うよう
　ご協力願います。

期日 時　間 規 制 区 間 内 容

20日
日

13：00～
　 15：00

藤島線入口～
　　野中交差点

歩 行 者
専用道路

（車両等通行禁止）

●９月19日は交通規制を行い
　ません。
　山車運行時、片側通行にご協
　力ください。
●駐車場は小鳥谷地区センター
　駐車場をご利用願います。

■交通規制日程表

13：00～15：00まで車両は通行できません13：00～15：00まで車両は通行できません 二戸警察署

各戸配布

小鳥谷地区センター ☎0195-34-3315お 問 い
合わせ先

令和８年令和８年令和８年
開
催
日

９
月
19
日
土

時 間 行　　　　　事 場　　所

13：30～

郷土芸能パレード
（ 七 ツ 踊 り・ 神 楽 ） 仁昌寺→野中

山車は野中より
独自運行山 車 巡 行

９
月
20
日
日

時 間 行　　　　　事 場　　所

12：00～ 八 幡 神 社 例 大 祭 八幡神社境内

13：00～

神 輿 渡 御
（神輿・七ツ踊り・神楽）

仁昌寺→野中
→仁昌寺

山 車 巡 行 仁昌寺→野中
野中より独自運行

小
鳥
谷
鎮
守
八
幡
神
社
例
大
祭

小
鳥
谷
鎮
守
八
幡
神
社
例
大
祭

9月19日20日日土9月19日20日日土

小鳥谷診療所前



介護老人保健施設 こずやサンブルク

社 会福祉法人 慈孝会

曹洞宗義翁山　仁昌寺

新岩手農業協同組合 一戸支所

（株） 木 村 産 業

（有） 菅 野 組

小 鳥 谷 診 療 所

（有） コ ボ ク

農研テクノ（株）岩手工場

（有） 丸 由 タ ク シ ー

（有） 小 鳥 谷 石 油 店

（有） 一 戸 運 輸

サ ラ ダ ボ ウ ル こ ず や

小 鳥 谷 郵 便 局

（有） 遠 山 電 気

（株） デ ン ド ウ 住 宅

エ コ 美 容 室

ローソン一戸小鳥谷店

ア ト リ エ ・ エ ム

I ＧＲいわて銀河鉄道

阿 部 農 機（株）一戸支店

９月19日㈯ ９月20日㈰

に 組 午前：穴久保・野中（奥）、小姓堂、川又、川向
午後：合同巡行　終了後：野中・駅前裏

午前：居也中村・道地駒木・高屋敷・中屋敷上
午後：神輿御供　終了後：穴久保（通り）・野里・中屋敷

神 楽
午前：野里・穴久保・野中（東）
午後：郷土芸能パレード
夕方：野中・穴久保・野里（西）

午前：熊野神社・下仁昌寺・中屋敷
午後：神輿御供
夕方：上仁昌寺・熊野神社

七ツ踊り
午前：野中・川又・穴久保（奥）
午後：郷土芸能パレード
夕方：穴久保・野里

午前：穴久保（通り）・野里・中屋敷
午後：神輿御供
夕方：仁昌寺・中屋敷

■運行（門打ち）日程

■協賛社ご芳名（順不同・敬称略）

※都合により変更になる場合があります。

八
幡
神
社
例
大
祭

奉
納
山
車

■運行（門打ち）日程

に
　
組

暫

小
鳥
谷
鎮
守



お問合せ：一戸町役場　総務課（0195－33－4850　内線 1201）

 

令和８年第３回一戸町議会定例会について 

 

　令和８年９月３日招集の令和８年第３回一戸町議会定例会について、お知らせします。 

 

記 

 

１．招集日　　令和８年９月３日（木）　10:00 

２．日程（見込み）　３日（木）　提案説明 

　　　　　　　　　　７日（月）　一般質問 

　　　　　　　　　　９日（水）　一般質問、一般議案 

　　　　　　　　　　10 日（木）、11日（金）、15日（火）　決算審査特別委員会 

　　　　　　　　　　16 日（水）　決算認定ほか 

３．主な提出議案（見込み） 

　⑴　農業委員会委員の任命に同意を求めることについて（９議案） 

　⑵　指定管理者を指定することに関し議決を求めることについて（一戸町移住体験住宅） 

　⑶　一般会計ほか３会計の補正予算 

　⑷　一般会計ほか５会計の決算認定 

令和８年９月１日



令和8年9月　行事予定表

日 曜  行事名等
取材
希望

資料 時間 開催場所 担当課・連絡先等 備考

1 火
いちのへ町民セミナー　小鳥谷コース
「キリストの墓？神秘の新郷村を訪ねる」

○ 小鳥谷地区センター
小鳥谷地区センター
34-2111

消えた縄文の秘宝を探せ（～11月3日） ○

第6回いちのへまちゼミ第１弾 ○
一戸町商工会
0195ｰ33ｰ2354

いちのへオレンジ月間（～30日） ○
一戸福祉協議会
0195-33ｰ３３８５

2 水

3 木 一戸町議会定例会 ○ ○
総務課
0195-33-４８５０

提案説明

4 金

5 土 としょかん映画会 10:30 コミュニティセンター ホール
一戸町立図書館
0195-43-3555

幼児・児童向けの映画会。
上映作品：『おおきなかぶ』

リーヴルシネマ 14:00 コミュニティセンター ホール
一戸町立図書館
0195-43-3555

一般向けの映画会。
上映作品：『ケアニン』

一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1211

まるっと里山プログラム　野焼き・土器で煮炊き体験 ○
10:00～
12:30

御所野縄文公園
御所野縄文公園
0195-32-2652

予備日：9月12日

フラワーアレンジメント教室 ○ 10:00 コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加料1,000円　定員10名

6 日

7 月 一戸町議会定例会 ○ ○
総務課
0195-33-４８５０

一般質問

8 火

9 水 カラオケ倶楽部 13:00 コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

いちのへ町民セミナー　共通コース
「脳を活性化！大人の塗り絵講座」

○ 一戸地区センター
生涯学習・協働推進課
0195-33-4861 

一戸町議会定例会 ○ ○
総務課
0195-33-４８５０

一般質問・一般議案

10 木 一戸町議会定例会 ○ ○
総務課
0195-33-４８５０

決算審査特別委員会

11 金 いちのへはしご酒 ○ ○ 18:30～
一戸語青会
0195ｰ33ｰ3181

アフターパーティー取材NG  

一戸町オリジナル品種りんどうの町内施設への展示（～28日） ○ ○ 庁舎1階　御所野縄文博物館など
農林課
０１９５ｰ33ｰ4854

一戸町議会定例会 ○ ○
総務課
0195-33-４８５０

決算審査特別委員会

12 土 一戸町物産展 in 赤レンガ館（～13日） ○ ○
11:00～
16:00

岩手銀行赤レンガ館（盛岡市）
一戸町地域産品協議会
0195-33-4855（事務
局）

ととのう温泉ヨガ ○
14：00～
15：00

奥中山高原温泉　
朝朱の湯大会議室

奥中山高原株式会社
0195-35-3130

定員 15名　費用 2,000円　
対象 18歳以上の女性

13 日 カラオケ倶楽部 9:00 コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

絵画教室 9:00 コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

14 月

15 火 一戸町議会定例会 ○ ○
総務課
0195-33-４８５０

決算審査特別委員会

16 水 童謡・唱歌を楽しむ会 13:30 コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

ニュースポーツ体験教室 ○
18：30～
19：30

総合運動公園
屋内ゲートボール場

生涯学習・協働推進課
0195-33-4861

種目：モルック

ウチのコ写真展（～10/12) ○ 9:00 コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

一戸町議会定例会 ○ ○
総務課
0195-33-４８５０

決算認定など

裏面に続く



17 木
いちのへ町民セミナー　奥中山コース
「快眠セミナー」

○
13：30～
14：40

奥中山地区センター
奥中山地区センター
35-2112

講師：西川株式会社　
　　　スリープマスターエキスパート　
　　　遠藤章子氏

18 金 とことこおはなし会 10:45
地域子育て支援センター
のびのび

一戸町立図書館
0195-43-3555

絵本の読み聞かせや手遊び
テーマ：「おつきみ　しましょう」

いちのへ町民セミナー　一戸コース
「身近な日本語の変遷」

○
13：30～
15：00

一戸地区センター
一戸地区センター
33-4861 

講師：盛岡大学准教授　橋本博幸
氏

19 土 初心者向け歴史講座『地域めぐりしたくなる歴史への扉』 10:30 コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料（要申込・定員50名）

一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1211

小鳥谷まつり（～20日） ○ ○
小鳥谷まつり実行委員会
0195ｰ34ｰ3351

20 日 共生社会を目指したリンクウォーク（ファッションウォーク） ○ ○
11:00～
14:00

御所野縄文公園
一戸町地域包括支援セン
ター
0195-32-3700

わわわのステージ 13:00 コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00 

観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1211

21 月 一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1211

蚕からシルクへ（～22日） ○
10:00～17:00
（最終日は16:00ま
で）

御所野縄文博物館　
2階会議室

入場無料
ワークショップ同時開催

22 火 一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1211 

23 水 カラオケ倶楽部 13:00 コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

ふるさとミライカレッジモデル実証事業 萬代舘NIGHT ○ ○
16:30～
19:30

萬代館
地域整備課
0195ｰ33ｰ４８５３

宿場町マーケットは15:00～20:00

24 木

25 金

26 土 町内小中学生モルック大会～ジュニアモルリンピック～
9:00～
13:00

総合運動公園
生涯学習・協働推進課
0195-33-4861

萬代物産展×こなもんまつり ○ ○
10:00～
15:00

萬代舘
一戸町観光協会
0195-33-4855

町内食産業者による出店、工芸品
の展示・販売と町内周遊スタンプ
ラリー

地域おこし事業「郷土史料作家トークイベント」 14:00
コミュニティセンター　
会議室

一戸町立図書館
0195-43-3555

『馬淵川逍遥』著者の松舘寛さん
をお招きしてトークイベントを行
う。

わくわく文化財セミナー ○
13：30～
16：00

御所野縄文公園博物館
会議室

世界遺産課
0195-32-2652

テーマ：「阿弖流為と蝦夷の時代」
講師：樋口知志氏　（岩手大学名誉
教授）

27 日 いちのへ手技工芸館「手づくり市」 ○ ○
10:00～
15:00

いちのへ手技工芸館
いちのへ手技工芸館
0195-33-4855（事務
局）

絵画教室 9:00 コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

28 月

29 火
いちのへ町民セミナー　鳥海コース
「映えるサンドイッチ作り」

○

午前の部　
9:30～
午後の部　
13:30～

鳥海地区センター
鳥海地区センター
33-1204

講師：カフェいちのへ日和　荒内雅美
氏

30 水
佐川急便㈱
「災害時における支援物資の受入及び配送等に関する協定」締
結式

○ ○ 15:30～ 庁舎　2階特別会議室
総務課
0195ｰ３３ｰ4850



令和8年10月　行事予定表

日 曜  行事名等
取材
希望

資料 時間 開催場所 担当課・連絡先等 備考

1 木

2 金

3 土 第51 回一戸町民ロードレース大会 ○ ○ 9:00～ 町総合運動公園
生涯学習課
0195ｰ33-４８６１

第51 回一戸町駅伝競走 ○ ○ 13:10～ 町総合運動公園
生涯学習課
0195ｰ33-4861

4 日

5 月

6 火

7 水
いちのへ町民セミナー　小鳥谷コース
「包丁研ぎ教室」

○
10:00～
11:30

小鳥谷地区センター
小鳥谷地区センター
34-2111

定員　15人
初藤　女ヶ澤　武氏

8 木

9 金

10 土 萬代ライブ ○ ○ 19:00～ 萬代舘
映画館「萬代舘」利活用事業実
行委員会
0195-33-4855

東田はる奈　笙コンサート ○ 14:00
御所野縄文公園縄文
体験施設

いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

前売り券　一般800円 高校生以
下500円（当日券は200円増し）
助成：（一財）地域創造

一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1211

11 日 としょかん映画会 10:30 コミュニティセンター ホール
一戸町立図書館
0195-43-3555

幼児・児童向けの映画会。
上映作品：『げんきげんきノンタン　
はっぱっぱカルタだれのこえ？』

一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1211

絵画教室 9:00 コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

12 月

13 火

14 水 カラオケ倶楽部 13:00 コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

15 木

16 金 とことこおはなし会 10:45
地域子育て支援センター
のびのび

一戸町立図書館
0195-43-3555

絵本の読み聞かせや手遊び
テーマ：「たのしい　ハロウィン」

いちのへ町民セミナー　一戸コース
「介護の不安を解決！今から知る・今日から始める介護のそなえ」 ○

13：30～
15：00

一戸地区センター
一戸地区センター
33-4861 講師：明治安田　長内明子氏

17 土 いちのへ産業まつり（～18日）
10:00～
15:00

一戸町コミュニティセンター
及び駐車場

商工観光課
0195-33-4855

縄文の星空観察会　～秋～ ○
18:00～
19:30

御所野縄文公園
御所野縄文公園
0195-32-2652

としょかんおはなし会「秋の青空おはなし会」 13:30 一戸町立図書館側の芝生
一戸町立図書館
0195-43-3555

おはなしボランティアとコラボし
て、読み聞かせ等を行う。雨天時は
館内で行う

18 日

19 月
いちのへ町民セミナー　奥中山コース
「奥中山の開拓について」

○
13：30～
14：40

奥中山地区センター
奥中山地区センター
35-2112 講師：世界遺産課　中村明央氏

20 火

21 水 童謡・唱歌を楽しむ会 13:30 コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

いちのへ町民セミナー　小鳥谷コース
「包丁研ぎ教室」

○
10:00～
11:30

小鳥谷地区センター
小鳥谷地区センター
34-2111

定員　15人
初藤　女ヶ澤　武氏

22 木 ニュースポーツ体験教室 ○
18：30～
19：30

鳥海地区センター
さわやかホール

生涯学習・協働推進課
0195-33-4861 種目：ラダーゲッター

23 金
いちのへ町民セミナー　鳥海コース
「漆ストラップ艶出し体験」

○
9:30～
12:00

鳥海地区センター
鳥海地区センター
33-1204

滴生舎

24 土 一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1211

25 日 絵画教室 9:00 コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

裏面に続く



26 月

27 火

28 水 カラオケ倶楽部 13:00 コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

29 木

30 金

31 土



10：00～
12：00���� 土

9月は世界アルツハイマー月間

一戸町地域包括支援センター、
いちのへチームオレンジさくらの会
　オレンジカフェさくらの会、アイン薬局一戸店、
　一戸町立図書館

主　催
お問い合わせ 共　催

〒028-5312　岩手県二戸郡一戸町一戸字砂森93-2　
TEL：0195-33-3385　FAX：0195-33-2737

一戸町社会福祉協議会

９月は認知症への理解を深め、本人や家族への支援
を促進する啓発活動の期間です。一戸町

では６つのイベントを開催します。
ぜひご参加ください。

●認知症や介護、福祉にまつわる
　おすすめ書籍の展示、貸出
●「いちのへオレンジ月間2026
　おすすめ図書」の紹介

いちのへ
オレンジ月間2026

９/１～９/30 まで、ＩＧＲ
いわて銀河鉄道車内で、
昨年度開催した「共生
社会を目指したリンク
ウォーク２０２５」モデ
ル参加者の写真を展
示します。

御所野縄文公園

認知症に関する
企画展示

２００円

����

����

ワンドリンク＆お菓子付き
（LET‘S GOここプロカフェ提供）

１００円

認知症を
“体験”する

Libr�y

　間宮哲太はかつてレコードデビューを夢見たもの
の、息子の雄太のためにその夢を諦め、地元の横須賀
で楽器店を営む傍ら、時々地元のステージで歌声を披
露していた。そんなある日、哲太はアルツハイマー型
認知症との診断を受ける。徐々に記憶を失っていく父
親の姿を見た雄太は、父に改めて夢を実現してほしい
との思いを強くし、実現に向けて奔走する。

「父と僕の
　終わらない歌」

Cinemaシネマ

上映時間　93分

上映
作品

Café
カフェ

オレンジカフェ
さくらの会

ライブラリー

ナ
イ
ト
シ
ネ
マ

萬代舘 100名

デ
イ
シ
ネ
マ

予約申込はＴＥＬ：0195‐33‐3385またはＷＥＢで▶

予約申込は
こちらのQRから▶

���
参加
無料

一戸町立図書館内 
展示コーナー

���

予約
不要

要予約

要予約

定員場所

●上映スケジュール

� � � � � � ��火 水

料金

場所

場所

料金

��

水
14：00～
16：00

11：00～
14：00

一戸町
食生活改善
推進協議会
協力

食改さんと作る
夏野菜たっぷり
サラダうどん

18：30 18：00

30名

����
要予約定員

場所

火

日

水

５００円料金

一戸町ボランティア活動拠点いちボラ+
旧一戸幼稚園内

ワンドリンク＆お菓子付き
（いちのへ日和提供）

プラス

 開場 上映
開始

13：30 13：00 開場 上映
開始火

※土日祝  9：00～18：00 
※月曜休館21日は開館、24日に振替休館）

介護、福祉職と高齢者、障がい者、
子どもなどによるファッション
ウォーク。その他ステージ発表
やトークセッションも行います。
「リンクマルシェ」「JOMON　
RESONANCE」も同日開催 !
フード、クラフト、音楽など
個性豊かな出店者が集合。

共
生
社
会
を
目
指
し
た

リ
ン
ク
ウ
ォ
ー
ク
２
０
２
６

F�hionShow   
ファッションショーファッションショー

©2025 年　映画「父と僕の終わらない歌」　製作委員会

観覧
無料

予約
不要

しょっかい

※13歳未満の方は
　事前にご相談ください。

場所
一戸町
コミュニティセンター
会議室

ーＶＲを活用した
認知症体験ー

入場
無料

10：00～
19：00

月

県立一戸病院
会議室

場所

車内
展示





















御
所
野
縄
文
公
園
や
博
物
館
の
資
料
に
つ
い
て
、
み
ん
な
と
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

よ
う
こ
そ
、

御
所
野
縄
文
公
園
へ

G
O
S
H
O
N
O
  
J
O
M
O
N
  
S
IT
E
  
M
A
P

G
O
S
H
O
N
O
  
J
O
M
O
N
  
S
IT
E
  
M
A
P

御
所
野
遺
跡
は
約
50
00
年
か
ら
42
00
年
前
の
縄
文
時
代
中
期
の
遺
跡
で
、

現
在
は
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
配
石
遺
構
を
中
心
に
３
つ
の

集
落
が
広
が
る
景
観
や
、
復
元
さ
れ
た
土
屋
根
の
竪
穴
建
物
な
ど
が
見
ど
こ
ろ

で
す
。
鳥
が
さ
え
ず
り
、
集
落
の
ま
わ
り
に
ト
チ
ノ
キ
、
ク
ル
ミ
、
ク
リ
、
ウ
ル
シ
、

コ
ナ
ラ
な
ど
が
生
育
す
る
風
景
は
ま
さ
に
縄
文
の
世
界
で
す
。
20
21
年
、
御

所
野
遺
跡
を
含
む
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
は
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は

9
西
ム
ラ
）

（
写
真
は
発
掘
当
時
）

ガ
ラ
ス
張
り
の
床
下
に
約
42
00
年
前
の

焼
け
た
竪
穴
建
物
跡
が
見
つ
か
っ
た
よ
う

す
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
縄
文
里
山
づ
くり
」
を
進
め
て
い
る
森
で
す
。

ク
リ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
の
植
樹

も
行
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
御
所
野

に
生
き
た
縄
文
人
の
季
節
ご
と
の
生
活
を

展
示
室
全
体
に
映
し
出
し
紹
介
し
ま
す
。

蒔
前
遺
跡
と
山
井
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土

器
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
重
要
文
化

財
の
鼻
曲
り
土
面
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

第
1
展
示
室

駐
車
場
と
公
園
を
結
ぶ
屋
根

付
き
の
歩
道
橋
で
す
。
縄
文

の
世
界
へ
と
導
く
「
タ
イ
ム
ト

ン
ネ
ル
」
で
も
あ
り
ま
す
。

き
き
き
の
つ
り
は
し

縄
文
の
森

御
所
野
遺
跡
で
は
80
0
棟
を
超
え
る
竪
穴
建
物
跡

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
縄
文
時
代
の
遺

跡
で
は
初
め
て
、
竪
穴
建
物
の
屋
根
に
土
が
の
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
東
ム
ラ
、中
央
ム
ラ
、

西
ム
ラ
に
あ
る
復
元
し
た
竪
穴
建
物
は
発
掘
調
査

の
成
果
に
基
づ
き
、
建
物
の
大
き
さ
、
柱
の
位
置
、

柱
の
太
さ
な
ど
を
正
確
に
復
元
し
て
い
ま
す
。

竪
穴
建
物
（
復
元
）

盛
土
遺
構
は
広
範
囲
に
削
平

さ
れ
た
場
所
に
つ
く
ら
れ
、
削

ら
れ
た
土
は
南
側
に
高
く
盛
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
南
側
の

一
段
と
高
い
場
所
は
盛
土
遺

構
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

盛
土
遺
構

竪
穴
建
物
の
屋
根
に
土
が
の
っ
て
い
た

こ
と
を
検
証
す
る
た
め
、
実
験
的
に
建

物
を
復
元
し
、
経
過
を
観
察
し
て
か
ら

2
年
後
に
建
物
を
燃
や
す
実
験
を
行
い

ま
し
た
。

焼
失
実
験
跡

第
2
展
示
室

第
3
展
示
室

G
O

S
H

O
N

O
 J

O
M

O
N

 P
R

O
G

R
A

M
20

26
.4

- 2
02

6.
10

G
O

S
H

O
N

O
 J

O
M

O
N

 S
IT

E
御
所
野
縄
文
公
園

配
石
遺
構

色
々
な
形
に
石
が
組
ま
れ
、

大
き
な
輪
の
よ
う
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
組
石
周
辺
で
は
墓

穴
と
考
え
ら
れ
る
穴
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
配
石
遺
構

の
外
側
に
は
掘
立
柱
建
物
を

復
元
し
て
い
ま
す
。

※
有
料
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
博
物
館
１
階
窓
口
で
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

御
所
野
遺
跡
を
は
じ
め
、
縄

文
文
化
や
一
戸
町
の
歴
史
や

文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
博
物
館
で
す
。

御
所
野
縄
文
博
物
館

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
御
所
野
縄
文
博
物
館
へ
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
：
01
95
-3
2-
26
52
）

●
予
約
開
始
日
の
午
前
9
時
か
ら
受
付
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
の
際
に
、
参
加
者
の
お
名
前
、
ご
住
所
、
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

展
示
室
で
縄
文
を
学
べ
る
！

2 1 3
954

7

68

き
き
き
の
つ
り
は
し

1

御
所
野
縄
文
博
物
館

2

縄
文
の
森

3

東
ム
ラ

4

中
央
ム
ラ

5

配
石
遺
構

6

盛
土
遺
構

7

焼
失
実
験
跡

8

西
ム
ラ

9

鼻 曲 り 土 面

鼻 曲 り 土 面

世 界 遺 産 ・ 御 所 野 遺 跡

ご し ょ の de ま な び プ ロ グ ラ ム

講
師

 山
菜
採
り
名
人
　
欠
端
ナ
ミ
さ
ん

定
員

20
名

持
ち
物

 汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
軍
手
、
昼
食

参
加
料

 大
人
1,
50
0
円
、
高
校
生
以
下
70
0
円

　
　
　
　
　
　
 （
保
険
料
込
み
）

申
込
受
付
期
間
 4
月
5
日
（
日
）～
4
月
28
日
（
火
）

5月
3日
（
日
）1
0:
00
～
13
:3
0

縄
文
土
器
で
煮
炊
き
体
験

早
朝
！ 
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

縄
文
の
星
空
観
察
会
～
秋
～

公
園
内
の
山
菜
を
み
ん
な
で
探
し
ま
す
。
そ
の
後
、
石
器
で
食
材
を

さ
ば
き
、
土
器
を
使
っ
て
縄
文
時
代
の
煮
炊
き
を
体
験
し
ま
す
。
山
菜

と
鹿
肉
と
塩
で
作
る
縄
文
ス
ー
プ
を
み
ん
な
で
味
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う！

講
師

 カ
シ
オ
ペ
ア
連
邦
野
鳥
倶
楽
部
　
高
橋
宏
明
さ
ん

持
ち
物

 お
持
ち
の
方
は
双
眼
鏡

参
加
料

 無
料

申
込
受
付
期
間
  
事
前
予
約
不
要

5月
23
日（
土
）7
:0
0
～
10
:0
0

早
朝
の
御
所
野
縄
文
公
園
に
集
ま
る
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。
例
年
セ
グ

ロ
セ
キ
レ
イ
や
メ
ジ
ロ
、
キ
ビ
タ
キ
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
博
物
館
で
野
鳥
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
ま
す
。

講
師

 一
戸
町
観
光
天
文
台
　
吉
田
偉
峰
さ
ん

定
員

20
名

参
加
料

 大
人
50
0
円
、
高
校
生
以
下
20
0
円

　
　
　
　
　
　
　（
保
険
料
込
み
）

申
込
受
付
期
間
 9
月
19
日
（
土
）
～
10
月
12
日
（
月
）

10
月
17
日（
土
）1
8:
00
～
19
:3
0

縄
文
公
園
で
温
か
い
飲
み
物
を
飲
み
な
が
ら
、
秋
の
星
空
を
観
察
し

ま
す
。
昨
年
は
夏
の
大
三
角
、
天
の
川
、
す
ば
る
、
土
星
な
ど
を
観

察
し
ま
し
た
。

※
雨
天
・
曇
天
時
は
博
物
館
内
で
星
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

グ
ツ
グ
ツ
！
 モ
グ
モ
グ
！

鳥
た
ち
と
レ
ッ
ツ
朝
活
！

縄
文
ロ
マ
ン
に
想
い
を
馳
せ
る
―

4
月
に
撮
影
し
た
メ
ジ
ロ









  

                  

  対
象

  

町
内

に
在

住
ま

た
は

町
内

に
勤

務
し

て
い

る
方

 

 経
費

 

基
本

無
料

で
す

が
、
教

材
の

材
料

費
や

入
館

料
等

が
自

己
負

担
と

な
る

講
座

も
あ

り
ま

す
。
必

要
な

金

額
は

講
座

の
案

内
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

 

 修
了

証
 

選
択

課
程

の
６

割
以

上
ま

た
は

共
通

課
程

・
選

択

課
程

合
わ

せ
て

６
割

以
上

の
受

講
生

に
修

了
証

を
お

渡
し

し
ま

す
。

 

 注
意

事
項

 

◆
申

し
込

み
方

法
や

定
員

、
受

講
料

な
ど

は
講

座
ご

と
に

異
な

り
ま

す
の

で
、
講

座
の

案
内

チ
ラ

シ
を

よ
く

読
ん

で
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

 

◆
現

地
研

修
だ

け
の

参
加

は
で

き
ま

せ
ん

。
 

◆
受

講
登

録
を

し
て

い
な

い
方

も
参

加
で

き
る

講
座

も
あ

り
ま

す
が

、
各

講
座

に
は

原
則

受
講

生
の

み

が
参

加
で

き
ま

す
。

 

◆
各

講
座

へ
の

参
加

は
、
講

座
ご

と
の

申
し

込
み

が

必
須

で
す

。
 

◆
町

民
セ

ミ
ナ

ー
全

般
に

つ
い

て
の

問
い

合
わ

せ

は
、
生

涯
学

習
・
協

働
推

進
課

（
3

3
-4

8
6

1
 
内

線
1
5

1
４

）ま
で

。
 

講
座

を
受

け
る

に
は

…
 

 

 

講
座

に
参

加
す

る
に

は
、
コ

ー
ス

の
受

講
生

に
な

る

必
要

が
あ

り
ま

す
。
選

択
課

程
の

中
か

ら
好

き
な

コ
ー

ス
を

選
ん

で
、
申

込
書

に
記

入
し

、
各

地
区

セ
ン

タ
ー

ま

で
お

申
し

込
み

く
だ

さ
い

。
 

電
話

ま
た

は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で

も
受

け
付

け
て

い
ま

す
。

講
座

へ
参

加

コ
ー

ス
の

申
し

込
み

 

〇
一

戸
コ

ー
ス

 

一
戸

地
区

セ
ン

タ
ー

（旧
文

化
セ

ン
タ

ー
）　

電
話

：3
3

-4
8

6
1
(内

線
1
5

1
３

)　
F
A

X
：3

2
-2

0
0

1
 

 

〇
鳥

海
コ

ー
ス

 

鳥
海

地
区

セ
ン

タ
ー

(旧
鳥

海
小

学
校

）　
電

話
：3

3
-1

2
0

4
　

F
A

X
：3

3
-1

6
3

3
 

 〇
小

鳥
谷

コ
ー

ス
 

小
鳥

谷
地

区
セ

ン
タ

ー
　
電

話
：3

4
-2

1
1
1
　

F
A

X
：3

4
-2

8
0

2
 

 〇
奥

中
山

コ
ー

ス
 

奥
中

山
地

区
セ

ン
タ

ー
　
電

話
：3

5
-2

1
1
2

　
F
A

X
：3

5
-2

9
5

9
 

 

受
講

生
の

方
に

各
講

座
の

チ
ラ

シ
を

お
送

り
し

ま

す
。
申

し
込

み
方

法
や

定
員

、
受

講
料

な
ど

は
講

座
ご

と
に

異
な

り
ま

す
の

で
、
講

座
の

案
内

チ
ラ

シ
を

よ
く

読
ん

で
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

講
座

の
申

し
込

み

各
コ

ー
ス

　
申

し
込

み
・問

い
合

わ
せ

先

令
和

８
年

度
い

ち
の

へ
町

民
セ

ミ
ナ

ー
募

集
案

内
 

主
催
　
一
戸
町
教
育
委
員
会

 

   

 

 

～
 受

講
生

募
集

案
内

 ～
 

 

                     

 

   

 
ふ

り
が

な
 　
希
望
の
コ
ー
ス
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

  
（
複
数
選
択
可
）
 

　
１

．
一

戸
コ
ー

ス
 

  
２
．

鳥
海
コ

ー
ス

 

　
３
．

小
鳥
谷

コ
ー
ス

 

　
４
．

奥
中
山

コ
ー
ス

 
氏
 名

 

住
 所

〒
　
　
　
　
－
 

 

 
電
 話

 
勤
務
先

 
昨
年
度
受
講
の
有
無

有
　
・
　
無

令
和

８
年

度

い
ち

の
へ
町

民
セ
ミ

ナ
ー
受

講
申
込

書

切
り
取
り

※
町

外
在

住
の

方
の

み
ご

記
入

く
だ

さ
い

。



※
 
鳥
海
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
33
-1
20
4）

ま
で
。
 

 

※
 小

鳥
谷
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
34
-2
11
1）

ま
で
。
 

 

※
 奥

中
山
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
35
-2
11
2）

ま
で
。
  

選
択
課
程
２
　
鳥
海
コ
ー
ス
（
鳥

海
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
２
８
日
（
火
）
 

午
前
の
部
　
９
：
３
０
～
 

午
後
の
部
１
３
：
３
０
～
 

鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー

「
水

引
き

細
工

で
小

物
作

り
」
 

水
引

き
と

は
和

紙
を

こ
よ

り
に

し
て

糊
で

固
め

た
、

伝
統

的
な

「
飾

り

紐
」、

人
と
人
を
結
ぶ
縁
起
物
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
身
近
な
小
物

を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

永
田
　
由
美
子
　
氏

 
②
　
９
月
２
９
日
（
火
）
 

午
前
の
部
　
９
：
３
０
～
 

午
後
の
部
１
３
：
３
０
～
 

鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー

「
映

え
る

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

作
り

」
 

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
も
多
種
多
様
、
パ
ン
の
種
類
や
具
材
の
並
べ
方

、
切
り
方

で
表

情
が

変
わ

る
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
、

映
え

る
盛

り
付

け
を

指
導

し
て

い
た

だ
き
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

カ
フ
ェ
い
ち
の
へ
日
和
 

荒
内
　
雅
美
　
氏

 
③
　
１
０
月
２
３
日
（
金
）
 

９
：
３
０
～
１
２
：
０
０
 

滴
生
舎

「
漆

ス
ト

ラ
ッ

プ
艶

出
し

体
験

」
 

浄
法
寺
地
域
の
漆
掻
き
や
・
塗
り
の
説
明
を
聞
き

、
浄
法
寺
漆
の
プ
レ
ー

ト
を
磨
き
、
使
い
込
む
ほ
ど
に
艶
が
出
る
漆
の
特
性
を
体
験
し
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

滴
生
舎

 
④
　
１
１
月
２
４
日
（
火
）
 

午
前
の
部
　
９
：
３
０
～
 

午
後
の
部
１
３
：
３
０
～
 

鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー

「
な

ぞ
る

絵
写

経
　

心
洗

う
！

」
 

お
経
を
書
き
写
す
「
写
経
」
と
、
仏
様
の
姿
を
描
く
「
写
仏
」
を
組
み
合

わ
せ
た
仏
教
体
験
で
す

。
集
中
力
が
高
ま
り

、
脳
ト
レ
に
も
な
る
絵
写
経
を

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

真
言
宗
系
尼
僧
修
験
行
者
 

　
米
内
口
　
智
凰
　
氏

 
選
択
課
程
３
　
小
鳥
谷
コ
ー
ス
　
（
小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
１
日
（
水
）
 

７
月
１
５
日
（
水
）
 

１
０
:０

０
～
１
１
:
３
０
 

小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

「
消

し
ゴ

ム
は

ん
こ

教
室

」
✕

（
定

員
１

５
名

２
回

）
 

消
し
ゴ
ム
を
彫
刻
刀
で
彫
り

、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
は
ん
こ
を
作
り

、
さ
ら
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
も
作
り
ま
す

。
図
案
の
写
し
方
か
ら
彫
り
方

、
押
し
方

ま
で
丁
寧
に
学
べ
ま
す
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
は
ん
こ
屋
 

ぺ
っ
た
ん
堂
 

は
た
け
だ
　
ま
さ
こ
　
氏

 
②
　
８
月
６
日
（
木
）
 

１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

  
  
小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

「
防

犯
と

応
急

処
置

教
室

」
 

小
鳥
谷
駐
在
さ
ん
か
ら
防
犯
に
つ
い
て
、
消
防
署
の
消
防
士
さ
ん
か
ら
応

急
処
置
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
２
本
立
て
で
す
！

二
戸
警
察
署
小
鳥
谷
駐
在
所
 

　
巡

査
部

長
　

三
本

木
　

裕
美

　
氏
 

二
戸
消
防
署
一
戸
分
署
 

　
消

防
士
長
　
大

石
　
和
広

　
氏

 
③
　
９
月
１
日
（
火
）
 

（
時
間
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

 
青
森
県
新
郷
村

「
キ

リ
ス

ト
の

墓
？

神
秘

の
新

郷
村

を
訪

ね
る

」
 

青
森
県
新
郷
村
を
訪
れ

、
キ
リ
ス
ト
の
里

伝
承
館
を
中
心
に
地
域
文
化
と

歴
史
に
触
れ
る
現
地
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
の
墓
伝
承
館
 

新
郷
村
観
光
協
会

 
④
　
１
０
月
７
日
（
水
）
 

１
０
月
２
１
日
（
水
）
 

１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

「
包

丁
研

ぎ
教

室
」

✕
（

定
員

１
５

名
２

回
）
 

毎
日
使
う
包
丁
の
基
本
的
な
研
ぎ
方
を
実
践
し

、
家
庭
で
安
全
に
包
丁
の

切
れ
味
を
保
つ
技
術
を
学
び
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

初
藤
 

　
女
ヶ
澤
　
武
　
氏

 
選
択
課
程
４
　
奥
中
山
コ
ー
ス
（
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
２
４
日
（
金
）
 

１
３
：
３
０
～
１
４
：
３
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
み

チ
ャ

オ
！

き
い

チ
ャ

オ
！

Ｉ
Ｂ

Ｃ
！

～
放
送
こ
こ
だ
け
の
話
～
」
 

テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
な

ど
で

活
躍

さ
れ

て
い

る
神

山
浩

樹
ア

ナ
ウ

ン
サ

ー
の
講
演
で
す

。
放
送
の
裏
話
や
自
然
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、
プ
ロ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
講
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

IB
C
岩
手
放
送
 

ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
　

神
山
　
浩
樹
　
氏

 
②
　
８
月
３
１
日
（
月
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
ヨ

ー
グ

ル
ト

の
ひ

み
つ

」
 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
牛
乳
に

、
乳
酸
菌

の
効
果
を
加
え
た
ヨ
ー
グ
ル
ト

は
、

食
卓

に
欠

か
せ
な

い
存

在
で

す
。

ヨ
ー

グ
ル

ト
の

歴
史

や
豊

か
な

栄
養

、
乳
酸
菌
の
働
き
な
ど
、
お
い
し
さ
だ
け

に
留
ま
ら
な
い
様
々
な
魅
力
を

学
び
ま
す
。

明
治
株
式
会
社

 
③
　
９
月
１
７
日
（
木
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
快

眠
セ

ミ
ナ

ー
」
 

寝
具
メ
ー
カ
ー
の
西
川
株
式
会
社
の
講
座
で
す

。
睡
眠
の
重
要
性

、
効
果

や
寝
室
環
境
の
整
え
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

西
川
株
式
会
社
 

ス
リ

ー
プ

マ
ス

タ
ー

エ
キ

ス
パ

ー
ト
 

　
遠
藤
　
章
子
　
氏

 
④
　
１
０
月
１
９
日
（
月
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
奥

中
山

の
開

拓
に

つ
い

て
」
 

本
や

講
演

な
ど

で
開

拓
の

歴
史

に
つ

い
て

学
ん

だ
こ

と
が

あ
る

方
も

い

る
と
思
い
ま
す
が
、
改
め
て
奥
中
山
の
開
拓
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
！

一
戸
町
世
界
遺
産
課
 

　
課
長
補
佐
　
中
村
　
明
央
 
氏

 
⑤
　
１
１
月
２
０
日
（
金
）
 

　
９
：
０
０
～
１
６
：
３
０
 

　
盛
岡
市

「
岩

鋳
鉄

器
館

見
学

」
 

南
部
鉄
器
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
実
際
の
作
業
工
程
を
見
学
し
ま
す
。
 

明
治

35
年
創
業

以
来
、
南

部
鉄
器

を
作
り
続
け

て
い
る
伝

統
を
学
び

ま
す
。

施
設
職
員

※
 共

通
課
程
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
・
協
働
推
進
課
（
☎
33
-
48
61
 内

線
15
14
）
ま
で
。
  

　
　
　
　
　
　
　
※
 一

戸
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
33
-
48
61
 内

線
15
13
）
ま
で
。
 

               

 
共
通
課
程
　
（
ど
の
コ
ー
ス
で
も
受
講
で
き
ま
す
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
【
開
講
式
】
 

①
　
６
月
２
７
日
（
土
）
 

　
１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
演

劇
の

魅
力

」
 

二
戸

演
劇
協
会
雲
人
と
劇
団

赤
い
風
に
所
属
す

る
川
口
先
生
に
演

劇
の

魅
力
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。
講
師
に
よ
る
朗
読
と

と
も
に
、

演
劇
の
世
界
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

川
口
　
奈
々
美
　
氏

 
②
　
７
月
３
０
日
（
木
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
５
：
０
０
 

一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
人

が
作

っ
た

虫
、

カ
イ

コ
の

話
」
 

一
戸

町
で
も
盛
ん
だ
っ
た
養

蚕
の
歴
史
と
現
状

、
こ
れ
か
ら
の
カ

イ
コ

の
利
用
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

阿
部
　
信
治
　
氏

 
③
　
９
月
９
日
（
水
）
 

（
時
間
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
脳

を
活

性
化

！
大

人
の

塗
り

絵
講

座
」
 

集
中
力
ア
ッ
プ

、
認
知
症
予
防
と
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で

き
る
塗

り
絵
。
初
め
て

で
も
上
手
に
仕
上
げ
る

コ
ツ
や
楽
し
み
方
を
教
え

て
い
た

だ
き
ま
す
。

明
治
安
田
　
職
員

 
④
　
１
１
月
１
０
日
（
火
）
 

　
　
１
１
月
１
７
日
（
火
）
 

　
１
０
：
３
０
～
１
３
：
３
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
季

節
の

野
菜

を
楽

し
む

！
手

作
り

お
や

つ
教

室
」
 

季
節

の
野

菜
を

使
っ

た
お

や
つ

の
作

り
方

を
学

び
ま
す

。
野

菜
の

お
い

し
さ
を
楽
し
め
る
お
や
つ
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

（
参
加
費
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

カ
フ
ェ
い
ち
の
へ
日
和
 

荒
内
　
雅
美
　
氏

 
【
修
了
式
】
 

⑤
　
１
月
１
６
日
（
土
）
 

　
１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
家

庭
で

楽
し

む
野

菜
づ

く
り

の
基

礎
講

座
」
 

昨
年
開
催
し
た
高
橋
先
生

の
家
庭
菜
園
講
座
第
２
弾
！
今
回

は
野
菜
づ

く
り
の
基
礎
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
戸
夢
フ
ァ
ー
ム
 

一
戸

町
農

業
担

い
手

育
成

指
導

部
長
 

髙
橋
　
寿
一
　
氏

 
選
択
課
程
１
　
一
戸
コ
ー
ス
（
一

戸
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
７
日
（
火
）
 

　
１
３
：
０
０
～
１
４
：
１
５
 

　
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

「
田

中
舘

愛
橘

記
念

科
学

館
見

学
」
 

科
学
史
や
博
士
の
業
績
を

、
職
員
の
解
説
付
き
で
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
も
開
催
し
ま
す
！
 

（
参
加
費
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

施
設
職
員

 
②
　
８
月
４
日
（
火
）
 

１
０
：
３
０
～
１
２
：
０
０
 

一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
夏

の
運

動
不

足
解

消
！

や
さ

し
い

ヨ
ガ

体
験

」
 

暑
く
て
動

き
た
く
な
い
…

冷
房
に
よ
る

冷
え
に
悩
ん

で
い
る
…
と
い
う

方
へ
、
毎

日
を
よ
り
元
気
に

、
心
地
よ
く

過
ご
す
た
め

の
ヨ
ガ
体
験
。
お

家
で
出
来
る
元
気
の
コ
ツ
も
お
伝
え
し
ま
す
。

ヨ
ガ
講
師
 

め
り
こ
 氏

 
③
　
９
月
１
８
日
（
金
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
５
：
０
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
身

近
な

日
本

語
の

変
遷

」
 

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
、
も
と
も
と
は
違
う
意
味
だ
っ
た
？

時
代
と
と
も
に
移
り
行
く
言
葉
の
変
化
を
た
ど
り
、
日
本
語
の
面
白
さ
を

再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

盛
岡
大
学
 

　
准
教
授
　
橋
本
 博

幸
 
氏

 
④
　
１
０
月
１
６
日
（
金
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
５
：
０
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
介

護
の

不
安

を
解

決
！

今
か

ら
知

る
・

今
日

か
ら

始
め

る
介

護

の
そ

な
え

」
 

介
護
が
必
要
に
な
る
サ
イ
ン
や
公
的
介
護
保
険
の
仕
組
み
な
ど
、
将
来

の
備
え
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
介
護
の
不
安
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

明
治
安
田
 

　
長
内
 明

子
 
氏

 
⑤
　
１
２
月
４
日
（
金
）
 

　
１
０
：
３
０
～
１
２
：
０
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
減

塩
商

品
の

食
べ

比
べ

」
 

「
減

塩
が

大
切

と
聞

く
け

ど
、

減
塩

商
品

は
味

が
薄
く

て
お

い
し

く
な

さ
そ

う
…

」
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？
通

常
商

品
と

減
塩

商
品

を
食

べ
比

べ
て

味
の

違
い

を
学

習
し

ま
し

ょ
う
。

い
ろ

ん
な

減
塩

商
品
の
試
食
を
ご
用
意
し
ま
す
！

い
わ

て
生

協
事

業
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
室
 

　
袰
主
　
恵
梨
　
氏

※
 
鳥
海
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
33
-1
2
0
4
）
ま
で
。
 

 

※
 小

鳥
谷
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
34
-2
1
1
1
）
ま
で
。
 

 

※
 奥

中
山
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
35
-2
1
1
2
）
ま
で
。
  

選
択
課
程
２
　
鳥
海
コ
ー
ス
（
鳥

海
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
２
８
日
（
火
）
 

午
前
の
部
　
９
：
３
０
～
 

午
後
の
部
１
３
：
３
０
～
 

鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー

「
水

引
き

細
工

で
小

物
作

り
」
 

水
引

き
と

は
和

紙
を

こ
よ

り
に

し
て

糊
で

固
め

た
、

伝
統

的
な

「
飾

り

紐
」、

人
と
人
を
結
ぶ
縁
起
物
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
身
近
な
小
物

を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

永
田
　
由
美
子
　
氏

 
②
　
９
月
２
９
日
（
火
）
 

午
前
の
部
　
９
：
３
０
～
 

午
後
の
部
１
３
：
３
０
～
 

鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー

「
映

え
る

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

作
り

」
 

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
も
多
種
多
様
、
パ
ン
の
種
類
や
具
材
の
並
べ
方

、
切
り
方

で
表

情
が

変
わ

る
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
、

映
え

る
盛

り
付

け
を

指
導

し
て

い
た

だ
き
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

カ
フ
ェ
い
ち
の
へ
日
和
 

荒
内
　
雅
美
　
氏

 
③
　
１
０
月
２
３
日
（
金
）
 

９
：
３
０
～
１
２
：
０
０
 

滴
生
舎

「
漆

ス
ト

ラ
ッ

プ
艶

出
し

体
験

」
 

浄
法
寺
地
域
の
漆
掻
き
や
・
塗
り
の
説
明
を
聞
き

、
浄
法
寺
漆
の
プ
レ
ー

ト
を
磨
き
、
使
い
込
む
ほ
ど
に
艶
が
出
る
漆
の
特
性
を
体
験
し
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

滴
生
舎

 
④
　
１
１
月
２
４
日
（
火
）
 

午
前
の
部
　
９
：
３
０
～
 

午
後
の
部
１
３
：
３
０
～
 

鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー

「
な

ぞ
る

絵
写

経
　

心
洗

う
！

」
 

お
経
を
書
き
写
す
「
写
経
」
と
、
仏
様
の
姿
を
描
く
「
写
仏
」
を
組
み
合

わ
せ
た
仏
教
体
験
で
す

。
集
中
力
が
高
ま
り

、
脳
ト
レ
に
も
な
る
絵
写
経
を

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

真
言
宗
系
尼
僧
修
験
行
者
 

　
米
内
口
　
智
凰
　
氏

 
選
択
課
程
３
　
小
鳥
谷
コ
ー
ス
　
（
小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
１
日
（
水
）
 

７
月
１
５
日
（
水
）
 

１
０
:０

０
～
１
１
:
３
０
 

小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

「
消

し
ゴ

ム
は

ん
こ

教
室

」
✕

（
定

員
１

５
名

２
回

）
 

消
し
ゴ
ム
を
彫
刻
刀
で
彫
り

、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
は
ん
こ
を
作
り

、
さ
ら
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
も
作
り
ま
す

。
図
案
の
写
し
方
か
ら
彫
り
方

、
押
し
方

ま
で
丁
寧
に
学
べ
ま
す
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
は
ん
こ
屋
 

ぺ
っ
た
ん
堂
 

は
た
け
だ
　
ま
さ
こ
　
氏

 
②
　
８
月
６
日
（
木
）
 

１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

  
  
小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

「
防

犯
と

応
急

処
置

教
室

」
 

小
鳥
谷
駐
在
さ
ん
か
ら
防
犯
に
つ
い
て
、
消
防
署
の
消
防
士
さ
ん
か
ら
応

急
処
置
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
２
本
立
て
で
す
！

二
戸
警
察
署
小
鳥
谷
駐
在
所
 

　
巡

査
部

長
　

三
本

木
　

裕
美

　
氏
 

二
戸
消
防
署
一
戸
分
署
 

　
消

防
士
長
　
大

石
　
和
広

　
氏

 
③
　
９
月
１
日
（
火
）
 

（
時
間
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

 
青
森
県
新
郷
村

「
キ

リ
ス

ト
の

墓
？

神
秘

の
新

郷
村

を
訪

ね
る

」
 

青
森
県
新
郷
村
を
訪
れ

、
キ
リ
ス
ト
の
里

伝
承
館
を
中
心
に
地
域
文
化
と

歴
史
に
触
れ
る
現
地
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
の
墓
伝
承
館
 

新
郷
村
観
光
協
会

 
④
　
１
０
月
７
日
（
水
）
 

１
０
月
２
１
日
（
水
）
 

１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

「
包

丁
研

ぎ
教

室
」

✕
（

定
員

１
５

名
２

回
）
 

毎
日
使
う
包
丁
の
基
本
的
な
研
ぎ
方
を
実
践
し

、
家
庭
で
安
全
に
包
丁
の

切
れ
味
を
保
つ
技
術
を
学
び
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

初
藤
 

　
女
ヶ
澤
　
武
　
氏

 
選
択
課
程
４
　
奥
中
山
コ
ー
ス
（
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
２
４
日
（
金
）
 

１
３
：
３
０
～
１
４
：
３
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
み

チ
ャ

オ
！

き
い

チ
ャ

オ
！

Ｉ
Ｂ

Ｃ
！

～
放
送
こ
こ
だ
け
の
話
～
」
 

テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
な

ど
で

活
躍

さ
れ

て
い

る
神

山
浩

樹
ア

ナ
ウ

ン
サ

ー
の
講
演
で
す

。
放
送
の
裏
話
や
自
然
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、
プ
ロ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
講
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

IB
C
岩
手
放
送
 

ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
　

神
山
　
浩
樹
　
氏

 
②
　
８
月
３
１
日
（
月
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
ヨ

ー
グ

ル
ト

の
ひ

み
つ

」
 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
牛
乳
に

、
乳
酸
菌

の
効
果
を
加
え
た
ヨ
ー
グ
ル
ト

は
、

食
卓

に
欠

か
せ
な

い
存

在
で

す
。

ヨ
ー

グ
ル

ト
の

歴
史

や
豊

か
な

栄
養

、
乳
酸
菌
の
働
き
な
ど
、
お
い
し
さ
だ
け

に
留
ま
ら
な
い
様
々
な
魅
力
を

学
び
ま
す
。

明
治
株
式
会
社

 
③
　
９
月
１
７
日
（
木
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
快

眠
セ

ミ
ナ

ー
」
 

寝
具
メ
ー
カ
ー
の
西
川
株
式
会
社
の
講
座
で
す

。
睡
眠
の
重
要
性

、
効
果

や
寝
室
環
境
の
整
え
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

西
川
株
式
会
社
 

ス
リ

ー
プ

マ
ス

タ
ー
エ

キ
ス

パ
ー

ト
 

　
遠
藤
　
章
子
　
氏

 
④
　
１
０
月
１
９
日
（
月
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
奥

中
山

の
開

拓
に

つ
い

て
」
 

本
や

講
演

な
ど

で
開

拓
の

歴
史

に
つ

い
て

学
ん

だ
こ

と
が

あ
る

方
も

い

る
と
思
い
ま
す
が
、
改
め
て
奥
中
山
の
開
拓
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
！

一
戸
町
世
界
遺
産
課
 

　
課
長
補
佐
　
中
村
　
明
央
 
氏

 
⑤
　
１
１
月
２
０
日
（
金
）
 

　
９
：
０
０
～
１
６
：
３
０
 

　
盛
岡
市

「
岩

鋳
鉄

器
館

見
学

」
 

南
部
鉄
器
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
実
際
の
作
業
工
程
を
見
学
し
ま
す
。
 

明
治

35
年
創
業

以
来
、
南

部
鉄
器

を
作
り
続
け

て
い
る
伝

統
を
学
び

ま
す
。

施
設
職
員

※
 
共
通
課
程
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
・
協
働
推
進
課
（
☎
33
-4
86
1 
内
線

15
14
）
ま
で
。
  

　
　
　
　
　
　
　
※
 
一
戸
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
33
-4
86
1 
内
線

15
13
）
ま
で
。
 

               

 
共
通
課
程
　
（
ど
の
コ
ー
ス
で
も
受
講
で
き
ま
す
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
【
開
講
式
】
 

①
　
６
月
２
７
日
（
土
）
 

　
１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
演

劇
の

魅
力

」
 

二
戸

演
劇
協
会
雲
人
と
劇
団

赤
い
風
に
所
属
す

る
川
口
先
生
に
演

劇
の

魅
力
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。
講
師
に
よ
る
朗
読
と

と
も
に
、

演
劇
の
世
界
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

川
口
　
奈
々
美
　
氏

 
②
　
７
月
３
０
日
（
木
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
５
：
０
０
 

一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
人

が
作

っ
た

虫
、

カ
イ

コ
の

話
」
 

一
戸

町
で
も
盛
ん
だ
っ
た
養

蚕
の
歴
史
と
現
状

、
こ
れ
か
ら
の
カ

イ
コ

の
利
用
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

阿
部
　
信
治
　
氏

 
③
　
９
月
９
日
（
水
）
 

（
時
間
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
脳

を
活

性
化

！
大

人
の

塗
り

絵
講

座
」
 

集
中
力
ア
ッ
プ

、
認
知
症
予
防
と
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で

き
る
塗

り
絵
。
初
め
て

で
も
上
手
に
仕
上
げ
る

コ
ツ
や
楽
し
み
方
を
教
え

て
い
た

だ
き
ま
す
。

明
治
安
田
　
職
員

 
④
　
１
１
月
１
０
日
（
火
）
 

　
　
１
１
月
１
７
日
（
火
）
 

　
１
０
：
３
０
～
１
３
：
３
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
季

節
の

野
菜

を
楽

し
む

！
手

作
り

お
や

つ
教

室
」
 

季
節

の
野

菜
を

使
っ

た
お

や
つ

の
作

り
方

を
学

び
ま
す

。
野

菜
の

お
い

し
さ
を
楽
し
め
る
お
や
つ
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

（
参
加
費
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

カ
フ
ェ
い
ち
の
へ
日
和
 

荒
内
　
雅
美
　
氏

 
【
修
了
式
】
 

⑤
　
１
月
１
６
日
（
土
）
 

　
１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
家

庭
で

楽
し

む
野

菜
づ

く
り

の
基

礎
講

座
」
 

昨
年
開
催
し
た
高
橋
先
生

の
家
庭
菜
園
講
座
第
２
弾
！
今
回

は
野
菜
づ

く
り
の
基
礎
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
戸
夢
フ
ァ
ー
ム
 

一
戸

町
農

業
担

い
手

育
成

指
導

部
長
 

髙
橋
　
寿
一
　
氏

 
選
択
課
程
１
　
一
戸
コ
ー
ス
（
一

戸
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
７
日
（
火
）
 

　
１
３
：
０
０
～
１
４
：
１
５
 

　
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

「
田

中
舘

愛
橘

記
念

科
学

館
見

学
」
 

科
学
史
や
博
士
の
業
績
を

、
職
員
の
解
説
付
き
で
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
も
開
催
し
ま
す
！
 

（
参
加
費
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

施
設
職
員

 
②
　
８
月
４
日
（
火
）
 

１
０
：
３
０
～
１
２
：
０
０
 

一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
夏

の
運

動
不

足
解

消
！

や
さ

し
い

ヨ
ガ

体
験

」
 

暑
く
て
動

き
た
く
な
い
…

冷
房
に
よ
る

冷
え
に
悩
ん

で
い
る
…
と
い
う

方
へ
、
毎

日
を
よ
り
元
気
に

、
心
地
よ
く

過
ご
す
た
め

の
ヨ
ガ
体
験
。
お

家
で
出
来
る
元
気
の
コ
ツ
も
お
伝
え
し
ま
す
。

ヨ
ガ
講
師
 

め
り
こ
 氏

 
③
　
９
月
１
８
日
（
金
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
５
：
０
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
身

近
な

日
本

語
の

変
遷

」
 

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
、
も
と
も
と
は
違
う
意
味
だ
っ
た
？

時
代
と
と
も
に
移
り
行
く
言
葉
の
変
化
を
た
ど
り
、
日
本
語
の
面
白
さ
を

再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

盛
岡
大
学
 

　
准
教
授
　
橋
本
 博

幸
 
氏

 
④
　
１
０
月
１
６
日
（
金
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
５
：
０
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
介

護
の

不
安

を
解

決
！

今
か

ら
知

る
・

今
日

か
ら

始
め

る
介

護

の
そ

な
え

」
 

介
護
が
必
要
に
な
る
サ
イ
ン
や
公
的
介
護
保
険
の
仕
組
み
な
ど
、
将
来

の
備
え
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
介
護
の
不
安
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

明
治
安
田
 

　
長
内
 明

子
 
氏

 
⑤
　
１
２
月
４
日
（
金
）
 

　
１
０
：
３
０
～
１
２
：
０
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
減

塩
商

品
の

食
べ

比
べ

」
 

「
減

塩
が

大
切

と
聞

く
け

ど
、

減
塩

商
品

は
味

が
薄
く

て
お

い
し

く
な

さ
そ

う
…

」
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？
通

常
商

品
と

減
塩

商
品

を
食

べ
比

べ
て

味
の

違
い

を
学

習
し

ま
し

ょ
う
。

い
ろ

ん
な

減
塩

商
品
の
試
食
を
ご
用
意
し
ま
す
！

い
わ

て
生

協
事

業
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
室
 

　
袰
主
　
恵
梨
　
氏



一戸町観光天文台　2026 年一般公開日 

 
 一般公開日は、事前のご予約不要で、どなたでもご利用いただけます。 
 
１．開館時間  18:00～21:00（最終入館受付は 20:00 まで） 
２・利用料金  大人（中学生以上）  400 円／1 人 
        子ども（小学生以下） 200 円／1 人 
３．利用内容  天体観察 ▷ 晴天時のみ 
        プラネタリウム ▷ 雨天時のみ 
        館内見学（随時） 
４．注意事項  ・荒天（気象警報発令時等）により、予告なく臨時休館、または利用内容が制限され

る場合があります。 
        ・団体でご利用いただく場合は、事前予約をお願いいたします。 
５．2026 年の一般公開日 

 
一戸町観光天文台管理事務所 電話 0195-33-1211（不在時は職員携帯へ転送されます）

 4月 一般公開日はありません

 5月 2日（土）、3日（日祝）、4日（月祝）、5日（火祝）、16日（土）
 6月 6日（土）、20日（土）
 7月 4日（土）、18日（土）、19日（日）
 8月 1日（土）、11日（火）、12日（水）、13日（木）、14日（金）、15

日（土）

 9月 5日（土）、19日（土）、20日（日）、21日（月祝）、22日（火祝）
 10月 10日（土）、11日（日）、24日（土）
 11月 一般公開日はありません



  

　
モ

ル
ッ

ク
体

験
&

流
し

そ
う

め
ん

　
 

夏
休

み
に
入

り
、
こ
ど
も
教

室
で
は

朝
か
ら
元
気
な

声
が

響
い

て
い
ま
す
。 

７
月

２
9
日

（
水

）
、
モ
ル
ッ
ク
体

験
と
み

ん
な

食
堂

ち
ょ
う
か
い

の
企

画
の
流

し
そ

う
め

ん
を
楽

し
み

ま
し
た
。
鳥

越
子

ど
も
教

室
や

町
内

か
ら
の
参

加
が

あ
り
、
児

童
や

幼
児

16
名

と
保

護
者

や
ス
タ
ッ
フ

で
暑
い

夏
の
暑
気
払

い
に
な

っ
た
よ
う
で
し
た
.

 
　

1
年

に
一

度
の

戦
い

に
燃

え
る

 

７
月

16
日

（
木
）
に
開

幕
し
、
７
月

2
3
日

（
木
）
、
3
0
日
（
木
）
、
最

終
戦
は

8
月

6
日
（
木

）
に

 

旧
鳥
海

小
学

校
校
庭

で
行
い

ま
し
た
。 

最
強

親
子

「
月

舘
リ
ベ

ン
ジ
ャ
ー

ズ
」
 

熟
女

パ
ワ
ー
の
「
ま
ぁ
～

ま
ぁ
～
だ

ね
」
 

経
験

豊
富

な
「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」
 

技
巧

派
の
「
ふ

れ
あ

い
隊
」
 

寄
せ

集
め

の
「
な

ん
ち
ゃ
っ
て

ね
」
 

若
い

も
ん
に
は

負
け
ら
れ

な
い

老
年

男
子

の
「
３
人
衆

」
 

上
位

入
賞

し
た
い
「
セ
ン
タ
ー

女
子

」
 

と
7
チ
ー
ム
が

そ
ろ
い
熱

き
戦
い

を
繰

り
広
げ
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

鳥
海
地
区
ペ
タ
ン
ク
リ
ー
グ
戦

最
終
戦
を
迎
え
る

令
和

８
年

８
月

1
4

日
 

第
４

３
７

号
 

発
行

 
鳥

海
地

区
セ

ン
タ

ー
 

　
中

里
字

中
前

田
1
5
 

℡
:3

3
-
1
2
0
4

 

今
後

の
主

な
行

事
予

定
 

８
月

２
０
日

（木
）　

 ・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

体
験

 

「モ
ル

ッ
ク

」 

時
　
間

　
１
８
：０

０
～

２
０
：０

０
 

場
　
所

　
旧

鳥
海

小
学

校
 
校

庭
 
  

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
休
み
 鳥

海
子
ど

も
教
室

鳥 海 地 区 ☆ 石 碑 め ぐ り 
「 鳥 海 小 学 校 閉 校 記 念 碑 」 

　 　 　 　「 一 陽 来 復 」 　 

陰 が き わ ま れ ば 陽 が 再 び め ぐ っ て く る 。 永

い 人 生 の 中 に は 暗 く 辛 い 時 期 が あ っ て も 、 必

ず 明 る く 楽 し い 陽 の 当 た る 時 が め ぐ っ て 来

る 。 明 日 に 希 望 を 持 つ こ と が 必 要 で あ る 。 

開 校 以 来 年 の 歴 史 に 幕 １１
３

揮 毫 者 　 柴 田 　 勝 治 　 氏

県
北

青
少

年
の

家
　

 

出
前

工
作

教
室

　
 

８
月

3
日

（
月

）
、
コ
ル

ク
ボ

ー
ド
の

フ
レ
ー

ム
に

様
々

な
自

然
素

材
を
貼

り
付

け
、
独

創
的

な
フ
レ
ー

ム
を
作

り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

ー
開
会
式
に
て
ー



  
  

  
 

鎌
倉
小
学
校
児
童
　
田
舎
体
験

「
今
日
の
体
験
、
楽
し
か
っ
た
人
」
の
問
い
に
元
気
よ
く
手
を
挙
げ
て
く
れ

た
子
ど
も
た
ち

7
月

2
2
日

（
水

）
曇

り
空
で
雨

が
心

配
さ
れ

た
こ
の
日
、
一

戸
町
を
訪
れ

て
い

る
鎌

倉
小

学
校
６
年
生

10
4
名
の
う
ち

2
0
名
が

当
地

区
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ

ま
し
た
。「

現
地

の
人

と
交
流
」
と
い
う
こ
と
で

、
町
内

各
所
を

小
グ

ル
ー
プ

に
分

か
れ

訪
問

、
地
区

セ
ン
タ
ー

で
は
串

餅
づ

く
り
を
体
験

し
ま
し
た
。＝

岩
手
県

食
の
匠
＝
の
戸
来
雅

美
氏
と
地

元
女
性

２
名

の
指

導
を
受

け
、
お
湯
を
入
れ

た
粉
を
こ
ね

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

家
で
パ

ン
作
り
を
手

伝
っ
て
い

る
と
い
う
子

は
上
手

に
こ
ね

て
い

た
り
、
べ

た
べ

た
し
た
感

触
に
困
惑
顔

の
子

も
い
た
り
し
ま
し
た
が

講
師
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
完
成
さ
せ

ま
し
た
。焼

か
れ

た
味
噌
だ

れ
の
香

ば
し
い

匂
い
が

立
ち
こ
め

、
焼

き
上

が
り
を
待
ち
き
れ

な
い
様
子

で
し
た
。串

餅
を
２
本

食
べ

た
、
３
本
食

べ
た
と
手

作
り
の
串

餅
を
満

喫
し
た
よ
う
で
し
た
。そ

の
ほ
か
、
地
元

産
の
き
ゅ
う
り
と
ミ
ニ

ト
マ
ト
が

出
さ
れ

、
冷
や

し
た

き
ゅ
う
り
に
味
噌

マ
ヨ
は
好
評

で
数
分

で
無
く
な

り
ま
し
た
。時

間
い
っ
ぱ
い

串
餅
づ

く
り
を
楽

し
み

、
後

片
付
け
を
し
て

帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。 

 

※
　

一
戸
町

と
横
浜

市
が

再
生
可

能
エ

ネ
ル
ギ
ー

活
用
の
連
携

協
定
を
結
ん
で

い
る
こ
と
が

き
っ
か
け
で
始

ま
っ
た
「
小

学
生
次

世
代
育

成
派
遣

事
業
」
の
一
環
で

行
わ
れ

て
い
る
。 

横
浜

国
立
大

学
教
育

学
部
付

属
鎌
倉

小
学
校

と
は
町
内

の
小

学
校
が

交
流

し
て
い
ま
す
。 


